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ノルウェージャン・クルーズライン・ホールディングス（ナスダック銘柄コード NCLH）は、当社
初となる日本オフィスの開設を発表しました。艦齢の若い最もコンテンポラリーなクルーズ船、他
に類をみないダイニング、エンターテイメント、アクティビティーを提供するブランド、ノルウェ
ージャン・クルーズライン (NCL)は、フリースタイル・クルージングで知られる業界の革新的なブ
ランドで、日本オフィスでは、NCL ブランドの営業・マーケティングを専任チームで統括していき
ます。 
 
また、当社はセールス・エージェンのトラベル・アライアンス、T&T、クルーズ・コネクトをパー
トナーとして、アッパー・プレミアム・クラスのオーシャニア・クルーズ(OCI)、オールインクルー
シブのラグジュアリークラスのリージェント・セブンシーズ(RSSC)の販売拡大を目指します。 
 
オーストラリア、シドニーに２０１５年１１月にオープンしたアジア太平用地区本部のトップ、ク
ルーズ業界でその名を知られる、スティーブ・オデル（シニア・ヴァイスプレジデント兼マネージ
ング・ダイレクター、アジア太平洋地区）は新しいセールスチームを全面的にサポートしていきま
す。日本人トラベラーのニーズや要望を深く理解しているエキスパートのセールスチームは、フェ
リックス・チャン、ヴァイス・プレジデント ‒ アジア(NCL)、川崎義則、ジェネラルマネージャ
ー・ジャパン(NCL)、久野健吾、シニア・セールスマネージャー・ジャパン(NCL)、ウイニー・チャ
ン、シニア・セールス・ディレクター・オブ・セールス ‒ アジア（OCI &RSSC）で構成されます。 
 
「本日は、日本マーケットへの新たなる進出という当社の歴史においても記念すべき日となるでし
ょう。東京の新オフィスの存在は、当社が日本市場を重要視している証であり、中国、香港、シン
ガポール、インドのオフィスと共にアジアにおける当社の存在をより強固なものしていくと確信し
ています。」と、NCLH インターナショナル・ビジネスデベロップメント担当、エグゼクティブ・
ヴァイスプレジデントのハリー・ソマーはコメントしています。 
 
また、同社、アジア太平洋地区、シニア・ヴァイスプレジデント兼マネージング・ディレクターの
スティーブ・オデルは次のように語っています。「ノルウェージャン・クルーズライン・ホールデ
ィングスにとってアジアは急成長を遂げている重要なマーケットです。アジアのクルーズ人口は二
桁成長で、日本とその他のアジアの国々のクルーズトラベラーの需要、さらに世界のクルーズトラ
ベラーのアジア寄港人気も年々高まっています。この新しいセールスチームの存在は、日本の旅行
業界のパートナーに向けてセールス＆マーケティングのサポートを最大限に提供してまいります。
また、日本人ゲストに向けてサービスの向上を図り、コンテンポラリーからラグジュアリーまで、
さらにショートクルーズから世界一周クルーズまで、あらゆるクルーズ体験を求めるゲストに満足
していただけるサービスを提供していきます。」 

当社は現在 22 隻のクルーズ船を運航、約 45,000 のベッド数を有し、全世界 5１0以上のデスティ
ネーションへの旅程を提供しています。さらに今から３年以内に３ブランド合わせて 5隻のクルー



ズ船を導入する予定です。さらに５億２５００万ドルを投入し、客船の改装及び船内サービスの向
上を図る予定です。 
 
新造計画では、ノルウェージャン・クルーズラインに初めて登場するブレイクアウェイ・プラス ク
ラス、新しいプレミアム・コンテンポラリー・クルーズセグメントの先駆けとして昨年末に就航し
たノルウェージャン・エスケープ、加えて中国専用客船のノルウェージャン・ジョイ、洋上最良の
キュイジーヌ(The	  Finest	  Cuisine	  at	  Sea™)を提供するオーシャニア・シィレーナ、そして最もラグジュ
アリーで最大級の広さを誇る全室バルコニー付きのオールスイートで、客船史上最も豪華な客船 
(the	  most	  luxurious	  ship	  ever	  built™)、となるリージェント・セブンシーズ・エクスプローラーの３隻
が２０１９年までに就航する予定です 
 
２０１６年３月から２０１７年４月までに当社では、日本の寄港地を含む４５種類のアジアクルー
ズを提供します。日本での寄港地は、広島、石垣島、鹿児島、京都（神戸）、長崎、名古屋、沖縄
（那覇）、清水、東京で、オーシャニア・クルーズの 5つの旅程、リージェント・セブンシーズの 
6 つ旅程が日本の寄港地を含みます。 
 
ノルウェージャン・クルーズライン・ホールディングスの日本マーケットを支える新チーム
を紹介します； 
 
スティーブ・オデル 
アジア太平洋地区、シニア・ヴァイスプレジデント兼マネージング・ディレクター 
アジア太平洋地区における当社のビジネス構築と拡大を統括指揮します。オデルは３０年以上にわ
たるクルーズ業界での経験をもち、２０００年よりオーストラリアにおいてラグジュアリー・クル
ーズ・セグメントの会社で上席のポジションにおりました。前職では、シルバーシーズの､ヨーロッ
パ、アジア太平洋担当の社長､及びクルーズライン・インターナショナル・アソシエーション(CLIA
のトップを務めました。 
 
フェリックス・チャン 
ノルウェージャン・クルーズライン、アジア担当セールス、ヴァイス・プレジデント 
東京と大阪での４年を含め、アジアで１０年以上の旅行業界での営業の経験があります。チャンは
香港ディズニーランドでの旅行業界担当セールスダイレクターを経て、２０１５年１１月に現職に
就きました。日本語が堪能。 
 
川崎義則 
ノルウェージャン・クルーズライン、日本担当ジェネラルマネージャー 
川崎は、旅行業界及びクルーズ業界での３０年に渡る経験をもちます。クオーニ・トラベルのセー
ルス＆オペレーション部門、MSC クルーズ・ジャパンでの８年に渡るセールスマネージャーの経験
を経て、２０１６年２月に NCLH に入社しました。 
 
久野健吾 
ノルウェージャン・クルーズライン、日本担当シニア・セールスマネジャー 
オーバーシーズ・トラベル・エージェンシーのクルーズ部門支配人、カーニバル・クルーズライン
のインターナショナル・パーサーなど１５年以上のクルーズ業界の経験があります。 
 
ウイニー・チャン 
オーシャニア・クルーズ＆リージェント・セブンシーズ、アジア担当シニア・ディレクタ
ー・オブ・セールス 
２０１５年８月に NCLH に入社。海洋クルーズ、リバークルーズ、プライベートジェット、スペー
スシップなどラグジュアリー・トラベルに特化した１０年に及ぶ旅行業界での豊富な経験がありま
す。 
 



 
ノルウェージャン・クルーズライン・ホールディングスに関して 
ノルウェージャン・クルーズライン・ホールディングス・リミテッド（NCLH）は、世界有数のクルーズ会社
で、ノルウェージャン・クルーズライン、オーシャニア・クルーズ、リージェント・セブンシーズ・クルーズ
の３ブランドを擁します。当社全体でトータル２２隻４５０００ベッド数を有し、全世界５１０のデスティネ
ーションへの旅程を提供しています。２０１９年までに当社は新たに５隻のクルーズ船を導入する予定です。  

ノルウェージャン・クルーズラインは伝統的なクルーズのスタイルを打ち破り「フリースタイル・クルージン
グ」を取り入れた先駆者で、クルーズ業界に革命をもたらしました。ノルウェージャン・クルーズラインはプ
ール、レストラン、コンシェルジュサービス、バトラー付きのスイートルームで構成される最上階のプライベ
ートスペース「The Haven」もご用意。オーシャニア・クルーズは、世界中の魅力的なデスティネーションを
カバーし、最高級の食事が人気です。リージェント・セブンシーズ・クルーズは、フリードリンク、寄港地観
光、チップなど全てを含む完全オールインクルーシブのウルトラ・ラグジュアリー・クルーズラインで、全室
バルコニー付きスイートとパーソナルサービスを提供します。 
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